The Avignon Quintet as Metafiction by 島田, 美穂
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ロレンス ・ダレル(LawrenceDurrell1912～)の最新作,ま た,本 格 的な
小説 としては,お そ ら くこれが最後になるか と思 わ れ る 『アヴ ィニヨン五部
渦 につい て,主 として メタフ 、クシ 。ン的見地か ら,述 べ てみたい。
或る英国人の友人が,ベ ケットほどよく論じられて,実はあまり読まれない
作家はな く,ダ レルほどよく読まれていながら,あまり論じられない作家はな
い,と言っていたが,実際,近 頃の英国の現代小説を論じた中に,彼 の名を見
出すことは難しい。彼が不当に現在の英文壇から無視されていることは,今 回
の五部作が出て,『 タイムズ』文芸附録(TLS)に紹介された記事からも,う
ゆウ
かがい知ることができる。
1950年代,彼 の 『アレクサン ドリア四重奏』が,突 如として現れた時,英 国
内においても評判は高 く,一時彼はべケットと共に,英 国の小説の未来を開く
希望 として語られた筈である。しかし,現在の ところダレルは少 くとも,英 国
くわ
内ではそのような認め方はされず,あ くまで英文壇の部外者であるらしい。
元来,イ グザイルの作家である彼は,故国英国でよりも,フ ランス,ア メリ
カをはじめ,国 外で読まれ,高 い評価を受けてきたが,か といって,彼 はフラ
ンスの作家でも,ア メリカの作家でもある筈はな く,いわば国籍なしのコスモ
ポリタンの作家というところであろ うか。あるいは,い ま小説自体が国際化の
方向に向いつつあるとすれば,ダ レルはそのさきがけということになる。
英国人でも,海外に出ている人は,比較的ダレルに接する機会があるようだ
が,現在 までの典型的な英国人,こ とにアカデ ミズムの見方では,彼 のものは
ornate(華麗)に 過ぎ,深みがない,あ るいは内容がない,と いったところの
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ようである。が,果 してそうであろ うか。こうした英国人の反応は,偏 見とい
うよりは,英 国人の関心のあ り方を示しているように思われる。
自由主義,個 人主義を中心とする英国の伝統思想は,かつての英国の栄光一
産業,経済の繁栄 とそれに伴ったブルジョワジーの興隆 と共に礎かれた。第二
次大戦後の英国の社会の激しい没落や停滞にもかかわらず,そ れらがその根底
を揺がすには到 らず,依 然としてそれを疑わない風土が温存されてきたと見 ら
れる。 ヨーロッパにおけるような,外敵の侵寇や徹底的破壊を免れ,また敗戦
によって従来の価値観が一挙に覆 り,否定されるとい うような体験をもたなか
ったことも,、その理由の一つであろう。
しかし,五十年に復興した戦後の英国の小説が,第 一次大戦後の二十年代が
行ったような,華 々しい小説の実験,そ の前衛ぶ り,国際性などを一切受継 ぐ
こ、となく,突然,ヴ ィクトリア朝的な,写 実主義的 リア リズムに戻って了った
ことは,周知の事実であり,これは第二次大戦が,英 国に与えた打撃の深刻さ
を物語るものに他ならない。戦後,数年の空白の後,よ うや く小説の復活を見
た時には,前衛や実験などは顧みる余裕はなく,もっと確かなもの,力 強 く輝
かしいヴィク トリア朝以来の伝統に,よ りどころを求め,し がみつこうとした
ことは,想 像に難1くはない。
当分の間,ヨ ーロッパとの交流 も絶たれたまま,大陸の動向にも無関心な状
態が続いて,戦後の英国の文壇は,と か く視野の狭さ,後 向き,内 向きの姿勢
が批判 された。五十年代に出た作家の一人で,哲学者であったアイリス ・マー
ドックが,サル トル批判か ら出発したのなどは,例外であり,それだけに意義
をもつものであった。 ,.
その後,幾 世代か経るうちに,そ れまで退嬰,衰 退をいわれた英国の小説界
も,徐々に活力を得てきて,こ とに七十年代,八 十年代は,そ の盛況を うたわ
れるようになった。マー ドヅク,ウ ィリアム ・ゴールデ ィング,ミsリ エル ・
スパーク,ド リス ・レッシングなどをはじあ,多 くめ年配作家の活躍,それ よ
りも若 く,彼 らよ り'も保守的,伝 統的である ことを 自認しているマーガレッ
ト・ドラブルなどの中堅作家もあれば,さ らにアニタ ・ブル ックナを初め,.若
々しい才能が続々と育ってゆき,次kと 完成度の高い作品を送 り出している。
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その大半は,伝統的 リアリズムに基 きながらも,今では二十年代の実験の成果
なども吸収され,は るかに高度な技術が駆使され,複 雑,精 巧なものとな り,
風通しもよくなった。また英国の社会も,徐kに その基盤を侵蝕され,変 容を
蒙ってゆき,小説の質も変ってゆかざるを得ないかと思 う。
ダレルのこの 『アヴィニヨン五部作』は,ち ょうど七十年,八 十年代にかけ
て,刊 行されている。いま述べたように,現 代の英国の小説を一 口に,伝統的
リア リズムと片付けることはできなくなったであろ うが,し かし,如何に個性
的で変化に富むとは云え,戦 後の英国の内側で育ってきたもの,認 められてき
たものと,一切それに関与しないところで創られてきたものの相違 というべき
か,ダ レルの作品と他の英国の現代小説を並べて見るとき,根元的な質の違い
を感ぜずにはおられないのは,筆 者だけであろうか。ではべケヅトはどうか。
彼もイグザイルの作家には違いないが,彼 の場合はやは り西欧の枠内という感
じを免れることができない。ダレルの作品には,明 らかに西欧の枠を超}る も
のが,そ の本質の中にある。今回は メタフィクションという,伝統的小説を越
えた技法が,彼 にもっともふさわしい形で,こ の五部作に適用されているのを
見てゆきたい。
もともとダレルは前衛作家である。五十年代のrア レクサンドリア四重奏』
は,作者によれば,ア インシsタ インの相対性原理を文学理念 としてとり入れ
てお り,それが本気であることは,彼 の文学論を述べた 『近代詩への鍵』の中
に明らかである。また次の二部作 『アフロイディテの反逆』は,一種のサイエ
ンスフィクションとも見 られ,当時さかんであったこのジャンルへのダレルら
しい適用であったと思 う。同じように,ダ レルのこの七十,八十年代の五部作
を特色づけるものとして,メ タフィクションとい う手法を考}る ことは,あ な
がち的外れではないと思 う。現在 メタフィクシ ョンは下火になったらしい。変
り身の早いアメリカでは,は や七十年代にその終熄を見たようである。極端に
走 るアメリカにおいては,そ れは形式だけの不毛な実験に終ったことは当然で
あると思える。 メタフィクションは小手先だけのものではない筈である。ダレ
ルはこれに挑戦し,七十年代,八十年代を代表する記念碑としてこの五部作を
残した。
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メタフ ィクシ ョン(metafiction)のmetaはもともと科学用語 で,辞 書に よ
れ ば 「～ の後,～ を超 えた,変 化 した」 とい う意味を もち,よ り概括 的な概念
を表わす。既成 の学問 を批判的に扱 う新 らしい関連学科を表わす ものである。
例xぽmetamathematics,metapoliticsなどである。 これは六十年 代か らの,
文学 のみでな く,文化 の一一般的な興味 のあ り方,世 界体験 を考え直 し,system
を構成 し直す,と い う傾 向か ら生 れてきた ものである。文学における メタフ ィ
クシ ヨンはポス ト ・モ ダニズムの,す なわ ち第一次大戦後のモ ダニズムに対す
る第二次大戦後 の傾 向 として,目 立 ってきた小説 のかたちないしは技 法 とい う
ことができる。
近代 ブル ジ ョワジーの生み出した近代小説 とは,そ の大体 の概念 は,ロ マン
スの否定か ら生れた ものであ る。 ロマ ンスが 日常性を離れ,並 の人 間を超 えた
主人公を扱 うのに比べ,日 常的な現実 をそ っ くり写 し,再 現 する。現 実の模倣
(ミメテ ィクス)と いわれ る写実主義 であ り,読 者はつね に,少 くともそれを
読 んでい る間は,そ の内容を実際 に起 ってい るもの として受取 っている。 しか
し,そ の世界はすべて個人の作家が,そ の想像力か ら創 り出した作 りごと,架
空 のものであ り,作 者は終始一貫,読 者にそ の虚構を現 実 と思わせ ている必要
が ある。一人称であれ,三 人称 であれ,作 家はそのために,様kな 手法 を用 い
て,ひ たす ら真実 らしさを装 ってい る。
メタフ ィクシ ョンの手法は,こ の ような従来 の約束 ごと,コ ンベ ンシ ョンを
破 って,つ ねにそ の虚構を暴露 いてみせ,あ るいはそれを強調す る。作家 は作
品を飛び越 して,読 者 と直接交渉 を もってゆ く。つねに文学 の虚構性 を問いか
け,ま た従来考7i..られ てきてい るよ うな,い わゆ る リア リティreality(真実
または現実)と 見}る ものを信頼 せず,Howisrealityreal?と問いかける も
のである。 メタフ ィクシ ョンは,フ ィク、シ ョンを書 くとい う行為に対 して,非
常 に 自意識的 であ り,い わば,実 作 を通 じて小説 とい う文学形式の理 論を探 求
しているのである。単 なる技法の問題 を越 えて,存 在論や認識論を も含 む もの
である。
メタフ ィクシ ョン とい う用 語が用 い られ始 めたのは,七 十年代にな ってか ら
くの
のようである。小説の中で,現在書きつつある作品を論ずる形は,二十年代の
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ジイ ドの 『贋金づ くり』 がその代表 的なものであった し,ま た英国の小説 の発
端か らす でに反 小説 を書 いていた ロレンス ・スターン(LawrenceStem)の例
をあげるまで もな く,本 当は新 らしい ものではな く,つ ね に本来小説 自体が も
っている性格,そ れに内在 している傾 向ない し機能であ ると云}る 。
では現代 の メタフ ィクシ ョンの特色は何か。 まず二十年代 のモ ダニズムと現
代 のそれ を比べ てみる と,現 代 のは言語に対す る意識 が強 い こ とが あ げ られ
る。現代 は単なる精神性 とい うものを認めず,精 神 は言語 に よって作 られ,構
成 され るものである とい うこ とが強調 され,反 映 されている とい うこ とがで き
る。また,二 十年代 のジ ョイス,ウ ル フな どの場合は批判すべ き ヴィク トリア
ニズムがあ ったが,い まは共通 の反抗すべ きものはな く,か つ て見 ない文化的
多元性の時代,不 確実の時代 とも云 える。 メタフィクシ ョンは,そ うした不安
を反映 してい るともいZ.る。
広義 の メタフ ィクシ ョンは,小 説 の構成,時 間の扱い方,人 物,ス タイル,
テ ーマな ど,す べてにわ たって,従 来 の小説 の枠組を破 ってゆ こ うとす るもの
であ り,さ まざまな点において,豊 か な可能性を もつ もの といえ る。
☆
TheAvignonQuintet.
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この五部作の第一巻 『ムッシs』は,74年に出た。タベの空に現れた一番星
の如 く,しばらく神秘の光を孤 りほしいままにしで それだけで完結した一巻
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となるか とも見えたが,や がて,四 年後 の78年に 『リヴィア』 が出現 し,ま た
その後,四 年 を経 て82年に 『コンス タンス』 が,そ の翌83年に追いかけて 『セ
バスチ ャン』 が刊行 され,85年に 『クイ ンクス』が 出て,五 巻すべて出揃 った
ところで,『 ア ヴィニ ヨン五部作』 と名付け られ て,五 つ星 の星座の如 く,燦
然た る光を放 っている。
今,そ れ ぞれの タイ トルを暼見 し よう。紋章の世界を提 唱し,意 匠に凝 るダ
レルは,そ れ らに も特別の意図を含 ませ ているにちがいない。第一巻 のム ッシ
2と い うフ ランス語は,普 通の意味の他 に,そ の副題 と同 じ,暗 黒の王者,魔
王 とい う意 味を もってお り,こ れがオ カル ト的なものの小説化であ り,不 気味
な黒魔術 にかかわ るものであることを暗示している。
最終篇,ラ テ ン語 の第五番 目とい う意味の クイ ンクスは,theRipPer'sTale
とい う物騒な副題 を 伴 ってい る。ripper,「切 り裂 くもの」 とは 「切 り裂 きジ
ャ ック」 と呼ぼれた有名 な残忍,兇 悪な殺人犯を直ちに連想 させ る語 句 で あ
る。 これは第二次大戦後の現在 の,狂 気が支配す る世界 を表 象す るもの と取れ
るが,実 は殺人狂の精神病患者が作 中に往行す るのは,第 四巻 であ り,或 は故
意 に順序 をず らしてあ るか とも思われ る。 この巻は フィナー レにふさわ し く,
生残 りの全員が,起 点であ り終 点であるア ヴィニヨンに集 り,ジ ョー クやパ ロ
デ ィにみちて,メ タフ ィクシ ョンの特 色を遺憾な く発揮す る。
この二巻 に挾 まれた三巻の タイ トルは,登 場人物 の名にな ってい る。 リヴィ
ア とコンス タンスは作 中のヒロインたち,美 貌 の姉妹 の名 である。前者は 「生
きなが らの埋葬」 とい う副題を,後 者は 「孤独 な習作」 とい う副題を もってい
る。第四巻セバスチ ャン とい う殉教者の名は,作 中の主人公 の本名ではな く,
その母親か ら愛情を こめて呼 ばれた あだ名であ り,そ れ は恋人に よって受けつ
がれ てい る。 この副題 には,「 支配す る情熱」 とい う語句 がそxら れ てい る。
副題をつけ ることは十八,十 九世紀 の小説 の習慣 で,こ の連作 は,古 風に優美
に,あ るいは過激に,ド ラマチ ックに,展 開す るが,メ タフ ィクシ ョンの手法
が どのよ うに用い られているか,ご く一部 であるが,見 てゆ きた い。
"ltwouldbemorethanonebook
,then?"
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"Well
,squintingroundthecurvesoffuturityIsawsomething
likeaquincunxofnovelssetoutinagoodclassicalorder.FiveΩ
novelswritteninahighlyellipticalquincunxialstyleinventedforthe
occasion.Thoughonlydependentononeanotherasechoesmight
be,theywouldnotbelaidendtoendinserialorder,likedominoes‐
butsimplybelongtothesamebloodgroup,fivepanelsforwhich
yourcreakyoldMonsieurwouldprovidesimplyaclusterofthemes
tobereworkedintheothers.Getbusy,Robin!"
"Andtherelationofformtocotent?"
"Thebookswouldberopedtogetherlikeclimbersonarockface
y
buttheywouldallbeindependent.Therelationofthecaterpillart(>
thebutterfly,thetadpoletothefrog.Anorganicrelation."(L.11}
「じゃ,一冊ではすまないのだな」
「そ うだ。目を細めて,弧を描いている未来を見はるかす と,あ ざやか
に古典的な順序に並んだ,五点型の小説群らしきものが,見Z.てくる。今
回のために創 り出された,極度にことばを切 りつめた,五 点型スタイルで
書いた五巻の小説だ。お互は,こ だまが響 くように,か かわ り合ってはい
るものの,端 と端 とを繋ぎ合せて,並べているのではない,ド ミノのよう
にな一そ うではなくて,ただ同じ血縁関係のグループに属しているという
だけだ。五つの画板で,君 の例のあの 『ムッシュ』が,一握 りのテーマを
用意して他の中で再生するといってもよい。さあ取 りかかれ,ロ ビン」
「して,形 と内容の関わ りは?」
「い うなれば,こ の本たちは,ち ょうど同じ岩面をよじ登 ってゆく登攀
たちの ように,ロ ープで共に繋がれてはいるが,み な独立しているのだ。
形 と内容は,毛 虫が蝶にな り,お たまじゃくしが蛙になった ようなもん
だ,有 機的な関係だ」
第二巻rリ ヴィア』の冒頭で,主人公で作家のブランフォー ドは,恋人 コン
スタンスのサセックスの家に,なぜか一人で住んでいて,そ の冬はじめての雪
が,暗 い空から落ちてくるのを見ている時,突 然当の恋人の死 の報せ を受け
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る。 悲しみの衝撃のさ中,彼 の分身であるサックリフからの電話呼出が あ り
(彼はテレパシイで,コ ンスタンスのしらせを聞いたにちがいない),二人して
冬の日がな一 日,嘆きながら文学談義を交す。この対話はその一部で,ブ ラン
フォードがその分身を相手に,こ れから書くべき五部作の構想を語 うていると
ころである。 メタフィクションでは,作 品のなかでいま書きつつある作品につ
いて論ずるのが,常套であるが,こ の五部作では,作家ブランフォー ドに影の
ようにつ きまとう分身,サ ックリフとの対話によって,それが行われる。
この比喩的に語 られる対話の中に,こ の五部作の成 り立ちや性質が,巧 みに
表わされている。 ダレルの連作にあっては,各 巻は何 らかの関連はあり,共通
テーマを持ってはいるが,独立性が強 く,また自然発生的なところがある。各
巻が順に時間に従 って,ク ロノロジカルに展開する大河小説のようにはならな
い。 どこか ら始まって,ど こで終るとい うような,時 間的順序はなく,む し
ろ,始 まりは終 りを呑みこんで,ぐ るぐる廻る蛇のような形である。ダレルは
コンベンショナルな時間概念を嫌い,拒否する。
この五巻の中には,二 つの物語 りがあって,一つは第一巻 『ムッシュ』の中
に収まって,一旦完結し,第二巻以下は,時代(?)も,登 場人物 も全くちが
う物語が農開する(ただ場所が同じである)。しかし,初 めの巻に用意された
テーマは,以下の各巻に流れ込み,再 生するとい うのである。
『ムッシュ』の中の物語は,登 場人物の一人の手記で始まり,一応現代の出
来事のように語られている。その中に神秘的な体験は含まれているが,そ の扱
いに不合理なところはな く,どこにも矛盾は感 じられない。にもかかわらず,
全体 としては,ど こか遠い時代不詳のお伽話めいた感じがあり,寓話の匂いが
ある。それに対して,第二巻以下は第二次大戦を中心 とするわれわれの時代,
まさに現代であり,戦争前夜,戦 中,直 後のヨーロッパが描かれ,第 二次大戦
そのものの実体が生kし く描かれ,真 迫力に富む小説である。 ところが,そ の
実際的な,非常にリアルな世界の中に,初 巻の物語の要素が,い つの間にか流
れ込み,先 の登場人物の一部もまぎれ込んで,第二次大戦中の人kと 出会い,
両方の物語が交錯している。そ うすることによって,は じめのお伽話に意味が
与}xられ,寓話 として生き,現代の中に神話の深みが作 られている。或は,す
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ベ ては再 生 の姿であ り,永 遠に くり廻 され る輪廻,転 生の姿 とも見 られる。
ここで,こ の二つの物語 をつな ぐものは,そ のsettingであ る。選ばれた場
所 はア ヴィニヨン。南仏,プ ロバ ンスに あ り,か つて一世紀にわた って教皇庁
が在 った ところ,中 世の面影 を濃 く残す地方小都市であ る。 ロワーヌ河のほ と
り,遙 かに ヴ ィク トール山を望む ところ,季 節風 ミス トラルが吹 き,崩 れた古
城 があち こちに残 るところ,こ の ヨー ロッパの中世の まちに,二 つの物語 は起
り,人 々は ここに想い出を もち,こ こに集 り,再 会 し,帰 って くる。起 点であ
り終点であ る。五巻 の うち第一,第 三,第 五 の巻頭は,そ れ ぞれ このsetting
の 描写で始 まる。 ち ょうど本の表紙 に描 かれ た絵 のよ うであ る。 これ ら三幅の
絵 の うち,第 三巻 の冒頭は,大 戦 の さ中で,こ の小 ローマの市民が朝夕出入す
る中世 の城 門 のざわめ き,大 鐘楼 の響 きに新たに空襲サイ レンや鋪道を軌 る戦
車の轟 音が加わ る。そ してその真下 の地下牢 でナチに囚われた青年は,拷 問を
受けて薄れ ゆ く意識 の中で,史 学 の徒 らし く,十 字軍 の幻を見 るのであるが,
ここでは第 一巻 と第五巻の一対 の平和 な絵 の ような アヴ ィニヨンを引用す る。
Thesouthboundtrainfrompariswastheonewehadalways
takenfromtimeimmemorial‐thesamelongslowcoachofatrain ,
stringingoutitsbluishlightsacrossthetwilightlandscapeslikesome
super-glow-worm.ItreachedProvenceatdawn ,oftenbyabrindled
moonlightwhichstripedthecountrysidelikeatiger'shide .(M.7)
パ リを出た下 り列車は,も う記憶がない位の時から,いつもわたしたち
が乗ってきたおなじ長い鈍行列車で,巨大な土螢のような青い光芒を曳い
て,薄 明のヨーロッパ大陸を南下する。夜明けにプロノミンスに着 く,しば
しば月明 りが,そ の田園風景をまだらの縞に彩っている……
第一巻 『ムッシュ』の語 り手,ブ ルースが北欧の任地から南仏のアヴィニヨ
γに帰って くるところである。北では吹雪が荒れ狂い 交通 を麻 痺 させている
:が,ここでは春が大地を溶かし始め,一 たび緑の桑地帯をすぎて,オ リーブ地
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帯に入れば,明方の薄明の中でも黄金の蜜柑がたわわに実 り,あたかもギリシ
アのエビ2ラ スの園を思わせる。
Thetrainborethemonwardsanddownwardsthroughthesluices
andbarrageswhichcontainedtheexuberanceoftheRhone,across
thedrowsyplain,towardstheCityofthePopes,wherenowina
frailspringsunshinethepigeonsflutteredlikeconfettiandthebelfries
purgedtheirguiltinthetwangingofholybells.Skiesofoldrose
andmadder,floweringJudasandfuchsia,mulberryandthewisegrey
olivesaftervalence.(Q.11)
列車は豊かなロワーヌ河の水をたたえる水門やダムを横ぎり,まどろむ
ような平原を,前進 南下して,かつて教皇庁の所在地であった町へ人k
を運ぶ。まだ弱い春の光の中で,鳩 が紙吹雪のように舞い,聖 なる鐘のひ
びきが,人kの 罪を清める。褪せたバラの色やあかね色に空はそまり,は
なずおうやフクシアの花が咲きみだれ,ヴ ァレンスのあ とは桑や原色のオ
リーブの木に変る
最終の第五巻の冒頭,連 作中の二つの物語を通じて生き殊った登場人物たち
が,実在 も架空 も含めて,ア ヴィニョンに集 り,再会するところである。
第一巻rム ッシュ』は 「死」の物語である。登場人物の一人の死に始まり,
その死をめ ぐって展開する。フランスの名家ノガレ家の末裔で,外交官である
ピエールの死は彼の親友であり義兄である医師ブルースによって語 られ,回 想
と現在が交錯す る。はじめめ自殺か と思われた死の謎はとけないままである。
ピエールはその居城ではなく,常用していた町中のホテルで死んでいたのであ
り,その部屋の壁には 「死の地図」と呼ばれる蛇の形をした,同志の名を列ねた
リス トが貼ってあった。また遺体が先祖代kの墓所に葬 られた とき,不思議な
ことが起る。何時のまにか,首 が無 くなっていたのである。かつてピエールと
共に駐在したエジプ トで真夜中の沙漠を旅し,オアシスの中の神殿で,古代信
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仰の行事に参加した記憶がよみがえる。それは原始キリス ト教 と覇を争い,と
っくの昔に沙漠に消えた筈のグノーシス派,霊 的知見を唱}る か くれた古代密
教の一派で,そ の怪しい,神秘的な行事は,ダ レルの筆によってあます ところ
なく描かれ,読 者は息詰るように真迫の気に打たれるところである。 ピエール
はそれに傾倒し,そ の同志 となった。彼が加盟した団体の規約は,或 る運命の
時が来ると,修士会に属する誰かによって殺害されるというもので,そ の役 自
体誰が引受けるのか,誰 が命令するのかは一切不明であった。 この他にも,一
行はナイル河を遡る旅をしている。その旅の終 りで,ピ エールは自分にはもは
や完全な西洋復帰はあ り得ないことを自覚する。 『ムヅシュ』の序章のタイ ト
ルはOutremere「海の彼方より」 となっている。帰国した後も追いす が る沙
漠の神,そ のいけに}の 物語を,こ のタイ トルは暗示しているようである。
今ひとつ問題の死は第四巻 『セバスチャン』の中に起 る。 ヒロインの恋人ア
ファドはエジプ トの有力な銀行家で,ハ ッサン王子の親友であ り秘書でもある
が,「 恋に陥る」 という掟にそむ く行為のため召喚され,沙 漠の国で真夜中の
裁判にかけられる。スイスにいる恋人の家に辿りつき,マ ラリアの発作で恋人
のベッドに寝ていて,女が薬を取 りに行った僅かの隙に何者かに よって殺害さ
れる。沙漠からの刺客 と,精神医である恋人コンスタンスの患者で,女性の主
治医の命を狙 う殺人狂の両方が犯人と考えられる。 「セ・ミスチャン」 とい う愛
称をもつ彼は古代宗教に殉じると共に,現 代の狂気の犠牲者 ともなる。
二つの物語をつな ぐ今一つの要素は,ヨ ーロッパの聖堂騎士団V'まつわる伝
説である。十二世紀初頭に,十字軍の聖地奪回を助けて組織された欧州最強,
最大,最 富を誇った軍事集団であったが,そ の組織が忽然として潰r去 ったこ
とは,謎 とされている。フィリップ美王の宰相として,らつ腕をふるい謀略を
もって,騎 士団の失脚をはか り,これを葬 り去ったのは,ギ ョーム ・ドノガレ
であった。 ピx一ルはその呪われたノガレ家の末裔である。
騎士団の所有していた莫大な財宝は,何処かにか くされたまま発見されず,
この財宝をめぐる謎は,次 の物語に受けつがれ,イ ギ リス国籍をもつユダヤ人
の富豪ガレン卿は,そ の探索にかか り,若い研究員を傭って鍵の秘密を解かせ
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ようとし,その研究は大戦中ナチにねらわれ,若 い研究者は 地下牢 に入 れ ら
れ,こ う問を うけるのである。
登場人物の一人に,主 人公たちの友人でオックスフォー ドの史学研究家で,
ノガレ家の古城の記録保管室に伝わる聖堂騎士団の調査に来ている,ト ウビイ
がいる。彼は沙漠の行事に参加した一行にも加わったが,ま たピエールの葬儀
のあと,ブルースと共に城に残 り,学界の旧説を覆すような聖堂騎士団の研究
をすすめている。その終 り,二人で友人の死因の謎を憶測し,論 じたあと次の
ような述懐をもらす。
Provenceisparticularlyrichinmythsandsymbols,anddoesnot
liketobeinterrogatedbytheidleforebrainsofmodernhominids.
TheretooIfeltthatnoissuetothemysterywouldeverbe
found.ItwasallpartoftheProvencalimage,thestoryofaland
whichfromancienttimeshadgivenitselfuptodreaming,tofabu-
lating,totale-telling,withthefirmbeliefthatstoriesshouldhaveno
ending,(M.249)
「プロバ ンスは,と くに神話や象徴が豊富なところで,とても近代の人
間の頭脳で,問題を問 うことができるようなものではない。
ここでもまた,あ の謎の解決など見つけられることは まずな い と思 う
ね。それはみなプロパンスのイメージだ。古代から,物語には終 りはない
ものと信じて,夢を見,お 伽話をつ くり,物語を伝えてきたそんな土地の
物語なのだ」
この第一巻 の終章に,は じめて小説 家ブランフォー ドが登場す る。作家 ブラ
ンフ ォー ドは タイプした コピーを原 本か ら切 り離 し,タ イ トルを考},そ して
結び のこ とばを考iZ..る。 ブル ースの 日誌か らの最後の まとめの ことばは,次 の
よ うに した らど うか と。
「年も終 りに近づいた。もはや十一月だ,私はもはや何週間も日誌をつ
一58一
ロレソス・ダレル 『アヴィニヨソ五部作』とメタフィクショソ
けず に過 して了った。 あと数頁 が残 っているだけだ。 ヴェル フユイユとそ
の住 人たちの歴史 の最後を しめ くくるのに丁度 だ。私は も う日記 をつけ る
のは全 くやめて,沈 黙 に帰ろ う。 この長い物 語の内あま りに も沢 山の記録
が,わ れわれのまわ りに積み重 った」
ここで,読 者はブルースの手記が,こ の古城の記録保管所に残 されたもので
あったことを知 らされる。
最後にブランフォー ドは旧友,Tu公爵夫人を訪ね,この作品の批評を乞 う。
彼女は第二巻以下のヒロインとなり,第三巻のタイトルになっているコンスタ
ンスで,作家に とって永遠の女性である。彼女は伯母から譲られた小さな城,
TuDucの持主であったことから,Tu公爵夫人のニックネームをもっていた。
この二人の会話の中では,二 巻以下の登場人物一彼 らの肉親,亡 くなった愛
人,分 身のことが語 られ,完 成された作品をめぐって話が交される。最後に公
爵夫人は,ハ ンドバッグか ら短い手書きの通知をとり出す。封はすでに切られ
てお り,作家はその内容を知っている。誰もが受取る死の告知である。
ブランフォードは公爵夫人に別れを告げ,そ こを辞す。給任人たちは,高名
な英国人の老紳士をよく知 っていて,う や うやしく彼を送 り出す。 この紳士
は,時 々やってきて;:.中ここで,空席に向ってひそひそ話 しかけてゆく。公
使夫人の名が死亡 リス トに現われてか ら,大分時が経っている。
そこで読者は,ヒ ロインがすでに死んでいて,これが幻であったことを知 ら
される。 やがてまもな くこの作家も死の告知を受取るであろう。
この第一巻の終 りは,実 は五巻を通じてのエピローグになっている。つまり
この 『ムヅシュ』一巻の中には,プ ロローグとエピローグが共に用意されてい
たのであ り,五巻全巻はそれを通じて生き残った作家が,あ の世のヒロインと
語る夢幻能のようなものであるとも言}る 。
ついでに言えば,コ ンスタンスの死のニュースは長距離電話でブランフォー
ドにもた らされるが,彼女がなぜどうして死んだかは分 らない。彼女自身は,
戦争に婚約者を兄を妹を失い,恋人アファドを自分の担当する殺人狂の精神病
患者の手で殺害され,そ のため親しかった先輩の医師が自殺する。自殺を日頃
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からきびし く諫めていた老錬の医師は,そ の患者の元の担当医であった。遠く
エジプトで失った婚約者 と,ナチの迫害に遭い,牢獄で拷問死させられた兄を
除いては,すべてのこれらの親しい人たちの死に立会ったヒロインの死は,物
語の内容か らは外されているようである。
"Ithinkthetroubleisthat
youarethinkingone-dimensionallall
thetime,likeanold-fashionednovelist.Youdonotseemtobeable
toenvisageaseriesofbooksthroughwhichthesamecharactersmove
foralltheworldasiftoillustratethenotionofreincarnation.After
all,menandwomenarepolyphonicbeings.Theyknowtheyhad
previouslives,buttheyarenotsurewhattheywere;alltheyfeelis
theweightoftheirkarma,thepoetryofpreviousexistencesregis-
teredinthepenumbraofpasttime."
「私が思 うに,困 ったことはお前がいつも一元的にものを考xて いるこ
とだ,流行遅れの小説家 と同じことだ。お前は同一の登場人物たちが,ど
うみても輪廻,転 生をそっくりあらわしているように,一 連の作品を通じ
て動き廻るようなかたちを思い浮べることができないようだな。結局男も
女も,一人でい くつもの声を持 っている存在なのだ。彼には自分たちに前
世があったことは分っている,が果して自分たちがどんなものであったか
は分っていない。彼らが感じるものはただ業の重さだけだ。過 ぎた時の影
の部分に刻みこまれた部分の詩のようなものさ」
ダレルは登場人物たち一般についても,伝統的な写実小説ほど,性格や個性
を信じていない。日常のreality,人物の個性,個 人の自由などを基本理念 と
している近代小説,近 代的世界観は,小説からなし くずしに変化しつつあるか
もしれないが,ダ レルははっきりそれを否定している。ダレルの小説は,個人
を追求するものではない,個 人ではなくもっと古いもの,永 遠に く り返 す も
の,個性でな くアーキタイプ,典型 として人間を捉える。輪廻,転 生 と云った
東洋的なことばが用いられる。この五部作では,実 に自由に人物は動き廻る。
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あ る時は,死 の宣告を受けたアフ ァ ドは,恋 人 のいるヨーロ ヅパは遠 く,ひ と
りエジプ トの街を さま よって,『 ア レクサ ン ドリア四重奏』 の中の薄幸 のメ リ
ヅサ に出会 ってい る。若 い英 国人の ダー リに身 も心 も捧 げて裏切 られ,独 りさ
び し く死ん だ メ リッサ。 『ジ1ス チ ーヌ』 の巻頭で,す でに地 中海 の砂地 の底
ふか く,若 い身 を ミイ ラの ように巻かれて,埋 葬 された筈 の メリッサ が,又 は
彼女 の霊 が,生 身の人の身体 を借 りてこの世に さまよい出たのか,非 運 のアフ
ァ ドと一夜を共に して,互 に慰め合 う。至 る ところで,時 間や習慣 に拘束 され
ず,出 会い別れ る儚い縁があ る。incest,homesexual,Lesbian,threecorner'
loveと濃厚 な西洋 的な人間の愛情関係は,つ ねに両つの物 語を支配 している
が,他 面,近 代小説 のプ ロッ トの概念 に拘束 され ない 自由な,荒 唐 無稽 とも云
える大胆 な筋書 きは,た とえば日本の歌舞 伎のそれを想わせ る ところがあ る。
しか し ダレルには 日本文 化 との直接 の接触はな く,こ れは東洋 と云 って もむ し
ろ ダレルに身近いイ ン ドや アラブの宗教,文 化 の影響を考え るべ きであろ う。
☆
メタフ ィクシ ョンを極度 にすすめ ると,ア ナーキY'な ってしま う。表紙か
ら表紙 の間は何 を書いて もよい とい うよ うな極端な メタフィクシ ョンの実験は
不 毛でしかない。 フ ィクシ ョンを創 り出す とい うことに対 して,す べ ての信念
を失 くしてしまえば,メ タフィクヨンは成 り立たず,解 体してしま う性格 の も
の である。 メタフ ィクシ ョンは在来 のフ ィクシ ョンを全 く排除す るものではな
く,そ れを土台 にしなが ら,一 方で,そ の虚構性 を明 らかに して論 じてゆ くと
い う二重構造 を もつ ものである。伝統的なplotやcharacterを・全 く斥け てし
ま うのではな く,枠 組 を作 り,そ の枠組を破 ってゆ くとい うこ とを交互に くり
返す。創造 と破壊 とが,同 時に進行す るのであ る。 日常生活 の文学 の リア リズ
ムか ら,文 学的幻想性の間,歴 史的世界 と幻想的世界が混 り,そ の間 の緊張関
係が メタフ ィクシ ョンの面白さを発揮す るのである。
ダレルの作品は,そ の中で も宣言 している ように,理 論のみが巾を きか せる
のではな く,一 読 した ときは興味ふか い物語が浮び上 り,小 説論 な どは影 にな
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り,丁度文楽人形の黒子のように,障 りとならない。しかしよく読むと,物語
は普通の物語ではな く,ただのリア リティのfictionとは異 り,別要素がその
中に織 り込まれていて,乱 反射を起すプリズムのように,次kと,変 化ある面
を見せて,読者を魅了して止まない。 ダレルはただ単なる技巧のためのメタフ
ィクションを書いたのではな く,彼の内に必然性があって,それを精一一杯駆使
した。分身サフクリフが言 うように,彼はもともと詩人であって,た とえばモ
ームのようなただのstorytellerではなかった。小説 とい う形が必要ではあっ
たものの既成の小説に収まることはできないものであった。ジイ ドの 『贋金づ
くり』のような,た かだか近代自我に終始した貧 しさに比べ て,豊 か な要素
が,そ の中に生かされている。ダレルの中には,も ともと西洋的ないたずらな
分析や自我意識のみでなく,東洋的な,少 なくと非西洋的な直観力があ り,分
析や論理の背後には,神話伝説を通した情緒や抒情の厚い裏 づ けがあ る。 輪
廻 ・転生の思想まで含めて,近代の枠を越えた大きな広が り,cosmology(宇
宙観)を もち,関心は現在よりも過去に,実在 よりも非現実にあ り,作中人物
の強烈さに比べると,現実の人間は影が うす くなる。
かつては作家が身を沈めた異郷の風土を脱して,自己回復のために書き,ア
レクサン ドリア物語の世界を経て,帰 り着いた西欧の中世の都市で,滅ぶべき
ヨーロッパの姿を第二次大戦の中 に華麗 に描き出したのが,こ の五部作であ
る。彼はヨーロッパの没落をテーマにしながら,その西欧の過去を,伝統を強
烈に掘 り起している。
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